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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

夏
休
み
。
「
11
日
～
19

日
ま
で
９
連
休
の
人
が
多

い
」
「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流

星
群
を
見
に
深
夜
、
奥
多

摩
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
が
期

待
は
ず
れ
だ
っ
た
」
「
図

書
館
や
デ
パ
ー
ト
が
涼
を

求
め
る
家
族
連
れ
で
混
ん

で
い
た
」
「
16
日
頃
か
ら

電
車
が
混
み
は
じ
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
グ
ル
ー
プ
再

編
を
発
表（
７
日
）。
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
な
ど
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

を
手
が
け
る
子
会
社
を
統

括
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
持
ち

株
会
社
を
設
立
す
る
」「
実

施
は
９
月
１
日
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
通
販
サ

イ
ト
、
不
正
ア
ク
セ
ス
被

害
（
13
日
）。
「
利
用
者

　

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古

に
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い

―
病
床
で
亡
く
な
る
ま
で

た
た
か
い
続
け
た
故
・
翁

長
雄
志
知
事
の
志
を
受
け

継
ぎ
、
新
基
地
建
設
断
念

の
声
を
上
げ
続
け
よ
う
と
、

「
土
砂
投
入
を
許
さ
な
い

！
ジ
ュ
ゴ
ン
・
サ
ン
ゴ
を

守
り
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
断
念
を
求
め
る
県
民
大

会
」
が
８
月
11
日
、
那
覇

市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

台
風
14
号
が
接
近
し
、

と
き
お
り
強
い
雨
が
降
り

し
き
る
中
、
県
内
外
か
ら

現
し
て
き
た
翁
長
知
事
の

遺
志
を
引
き
継
い
で
い
き

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
「
新
基
地

Ｎ
Ｏ
」
「
県
民
は
あ
き
ら

め
な
い
」
と
書
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て

工
事
強
行
反
対
の
強
い
意

志
を
示
し
、
大
会
決
議
は

国
に
埋
め
立
て
工
事
の
中

止
と
新
基
地
建
設
計
画
断

念
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
沖
縄
に
連
帯

し
て
東
京
で
集
会
。
全
国

各
地
で
集
会
や
宣
伝
、
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
行

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

翁
長
氏
の
志
継
ぎ

 

新
基
地
造
ら
せ
な
い

　

     

沖
縄
県
民
大
会
に
７
万
人

た
。

　

懇
談
で
田
中
さ
ん
は
、

「
一
生
懸
命
運
動
し
て
き

て
、
昨
年
国
連
で
核
兵
器

禁
止
条
約
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
生
き
て
い
て
よ
か

っ
た
な
と
思
っ
た
瞬
間
で

し
た
。
廃
絶
ま
で
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

被
爆
体
験
を
聞
い
た
事

務
総
長
は
、「
み
な
さ
ん

の
言
葉
を
聞
く
と
本
当
に

謙
虚
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
連
帯
す
る
た
め
に

こ
こ
に
来
ま
し
た
。
同
じ

悲
劇
を
二
度
と
起
こ
し
て

は
い
け
な
い
。
一
緒
に
世

界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
い
き
ま
す
」
と
応
え
ま

し
た
。

会
に
出
席
す
る
と
と
も
に
、

８
日
、
長
崎
原
爆
被
災
者

協
議
会
の
田
中
重
光
会
長

ら
被
爆
者
と
懇
談
し
ま
し

　

被
爆
地
長
崎
を
初
め
て

訪
れ
た
国
連
の
ア
ン
ト
ニ

オ
・
グ
テ
レ
ス
事
務
総
長

は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

７
万
人
が
参
加
。
城
間
那

覇
市
長
ら
は
「
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
心
を
体
現
、
表

国
連
事
務
総
長 

被
爆
者
と
懇
談

「
一
緒
に
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
」

の
名
義
を
勝
手
に
使
っ
て

iPhone

の
最
新
ス
マ
ホ

が
購
入
さ
れ
た
」
「
不
正

ア
ク
セ
ス
は
７
月
下
旬
か

ら
１
８
０
０
件
あ
り
、
う

ち
約
１
０
０
０
件
で
ス
マ

ホ
が
不
正
購
入
さ
れ
た
と

の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

被
爆
73
年
、
平
和
記
念

式
典
。
「
長
崎
市
の
田
上

市
長
の
挨
拶
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
」
「
安
倍
首
相
の

目
の
前
で
『
日
本
政
府
に

は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
賛
同
し
、
世
界
を
非

核
化
に
導
く
道
義
的
責
任

を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ま

す
』
と
発
言
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

神
奈
川
大
学
は
７
月
30

日
、
防
衛
省
が
大
学
な
ど

の
研
究
者
に
資
金
を
提
供

す
る
「
安
全
保
障
技
術
研

究
推
進
制
度
」
に
は
応
募

し
な
い
と
す
る
学
長
声
明

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

声
明
は
、
同
大
が
研
究

倫
理
綱
領
（
２
０
０
７

年
）
で
「
研
究
者
は
、
学

　

編
者
は
ア
メ
リ
カ
出
身

の
詩
人
。
日
本
人
の
太
平

洋
戦
争
体
験
者
た
ち
23
人

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と

め
た
も
の
。
真
珠
湾
攻
撃

参
加
の
ゼ
ロ
戦
の
元
パ
イ

ロ
ッ
ト
、
毒
ガ
ス
島
で
働

い
た
元
女
子
学
徒
、
戦
後

Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
働
い
た
元
事
務

員
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
。

　

安
倍
首
相
は
東
京
五
輪

の
た
め
サ
マ
ー
タ
イ
ム
導

入
の
検
討
を
自
民
党
に
指

示
し
ま
し
た
（
７
日
）。

こ
れ
に
つ
い
て
日
本
共
産

党
の
小
池
書
記
局
長
は
、

ス
テ
ム
の
設
定
変
更
が
必

要
と
な
る
な
ど
、
国
民
生

活
は
大
混
乱
に
陥
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
サ
マ
ー
タ

イ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、
夕

方
や
夜
間
の
競
技
は
炎
天

下
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
暑
さ
対
策
に
も
逆
行

す
る
。
ま
と
も
に
物
事
を

考
え
て
い
な
い
。
あ
き
れ

た
提
案
だ
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

　

戦
争
体
験
の
テ
レ
ビ
放

送
が
話
題
に
。
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
フ
ィ
リ

ッ
ピ
ン
で
犠
牲
に
な
っ
た

祖
父
の
足
跡
を
尋
ね
る
番

組
は
強
く
印
象
に
残
っ

た
」
「
民
間
船
の
徴
用
の

番
組
。
敵
の
偵
察
に
使
わ

れ
、
敵
艦
確
認
の
打
電
を

傍
受
さ
れ
る
な
ど
６
万
も

の
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

い
う
」
「
戦
争
孤
児
の
証

言
の
番
組
は
衝
撃
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
水

泳
選
手
権
（
８
日
～
12

レ
ー
す
る
チ
ー
ム
が
幾
つ

か
出
て
い
て
感
心
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

連
日
の
酷
暑
と
ゲ
リ
ラ

豪
雨
。
「
13
日
午
後
、
八

王
子
か
ら
世
田
谷
区
ま
で

の
地
域
で
豪
雨
、
落
雷
で

停
電
７
０
０
０
軒
。
瞬
断

も
発
生
し
た
」
「
三
鷹
市

の
野
川
で
は
一
時
、
氾
濫

危
険
水
位
を
超
え
た
」

「
17
日
か
ら
空
気
が
変
わ

っ
た
」

火
焔
土
器
を
た
く
さ
ん

展
示

 

東
京
国
立
博
物
館
（
上
野
）

　　
　

   

９
月
２
日
ま
で

　
「
１
万
年
の
美
の
鼓

動
」
と
銘
打
っ
て
い
る
よ

う
に
、「
美
」
と
い
う
観

点
か
ら
展
示
し
て
あ
る
。

圧
巻
は
火か
え
ん焔
土
器
。
手
作

り
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

い
ろ
ん
な
型
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
地
域
で
受
け
つ
が

れ
て
い
る
。
女
性
を
か
た

ど
っ
た
土
偶
の
極
端
な
デ

フ
ォ
ル
メ
が
面
白
く
、
想

像
力
が
か
き
立
て
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

夏時間

睡眠不足、労働強化招く

　日本共産党が批判

防
衛
省
研
究
　“
応
募
せ
ず
”

　

神
奈
川
大
が
学
長
声
明

特
別
展　

縄
文

「“
悪
魔
の
兵
器
”
は

こ
う
し
て
誕
生
し
た
～

原
爆　

科
学
者
達
の
心

の
闇
」
を
見
て

　（
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｂ
Ｓ
１
、
12
日
）

　

26
人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
を
含
む
１
２
０
０
人

の
科
学
者
が
集
め
ら
れ
多

額
の
資
金
で
原
爆
開
発
が

続
け
ら
れ
た
。
「
実
験
だ

け
で
、
実
際
に
使
う
必
要

が
な
い
」
と
い
う
声
も
無

視
さ
れ
た
。
功
名
心
と
豊

か
な
生
活
に
少
な
か
ら
ぬ

科
学
者
が
良
心
を
売
っ
た
。

　

最
後
に
字
幕
で
「
人
類

は
ま
た
同
じ
悲
劇
を
く
り

返
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う

か
」
と
あ
っ
た
が
「
人
類

は
こ
の
よ
う
な
過
ち
を
二

度
と
犯
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
終
わ
っ
て
欲
し
か

っ
た
。　
　
　
　
（
Ｆ
）

中
島
飛
行
機
の
職
工
も
い

る
。

　

自
身
の
受
け
た
ア
メ
リ

カ
の
教
育
と
も
照
ら
し
合

わ
せ
、
ア
メ
リ
カ
側
の
戦

略
に
も
鋭
く
切
り
込
ん
で

思
索
。
戦
争
の
実
相
、
理

不
尽
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

「
知
ら
な
か
っ
た
、
ぼ

く
ら
の
戦
争
」

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
編
著

　
　
　

小
学
館
１
６
２
０
円

「
国
民
生
活
が
大
混
乱
す

る
。
暑
さ
対
策
と
い
う
な

ら
、
秋
に
開
催
す
れ
ば
よ

い
」
と
主
張
、
反
対
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

小
池
氏
は
、
現
状
で
も

明
る
い
う
ち
に
な
か
な
か

退
勤
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

の
が
実
態
な
の
に
、
夏
時

間
導
入
で
日
没
が
遅
く
な

れ
ば
、
結
局
は
「
暗
く
な

る
ま
で
労
働
時
間
が
延
び
、

長
時
間
労
働
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
シ

日
）。
「
日
本
選
手
が
大

活
躍
し
た
」
「
高
校
生
の

池
江
璃
花
子
選
手
の
４
種

目
で
の
メ
ダ
ル
は
す
ご

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

第
１
０
０
回
夏
の
甲
子

園
。
「
猛
暑
の
中
、
熱
戦

問
的
な
良
心
に
従
っ
て
自

ら
の
研
究
を
自
律
的
に
遂

行
す
べ
き
で
あ
り
、
権
威

に
服
従
し
圧
力
に
屈
し
て

研
究
を
歪ゆ
が

め
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
い
る
と
強
調
。

　

研
究
の
自
主
・
自
律
性

と
公
開
性
の
観
点
か
ら
、

学
術
会
議
の
新
声
明
（
昨

年
３
月
）
を
尊
重
し
、
当

分
の
間
、
同
制
度
へ
の
応

募
や
、
軍
事
を
目
的
と
す

る
研
究
に
関
わ
る
資
金
の

受
け
入
れ
、
学
内
資
金
や

施
設
の
利
用
は
認
め
な
い

と
し
て
い
ま
す
。

が
続
い
て
い
る
」
「
最
後

に
逆
転
な
ど
、
力
を
出
し

切
る
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー

に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
」「
選

手
の
自
主
的
な
判
断
で
プ


